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檜
原
街
道
を
車
で
走
る
と
、
随
所
に

味
の
あ
る
字
体
と
独
特
な
絵
を
あ
し
ら

っ
た
看
板
が
目
に
入
る
。
手
が
け
た
の

は
、
店
舗
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
で
画
家

の
高
橋
敏
彦
氏
。
そ
れ
ら
は
す
で
に
あ

き
る
野
市
の
風
景
の
一
部
に
溶
け
込
ん

で
い
る
と
い
っ
て
も
い
い
。

　
「
札
幌
の
高
校
を
卒
業
と
同
時
に
上

京
。
専
門
学
校
で
デ
ザ
イ
ン
の
基
礎
を

学
び
な
が
ら
、
現
場
で
も
修
業
を
積
ん

だ
。
30
歳
を
過
ぎ
る
と
間
も
な
く
独
り

立
ち
、１
９
７
５
年
に
制
作
の
拠
点
を
、

自
然
豊
か
な
旧
五
日
市
町
乙
津
に
移
し

た
。
父
の
作
風
が
変
わ
っ
た
の
は
そ
れ

か
ら
の
こ
と
」

　

長
男
で
高
橋
敏
彦
視
覚
デ
ザ
イ
ン
研

究
室
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
ト
カ
氏
は
こ
う
説

明
す
る
。
専
門
学
校
と
い
う
の
は
桑
沢

デ
ザ
イ
ン
研
究
所
の
こ
と
だ
。
卒
業
後

は
、
母
校
で
講
師
も
務
め
た
と
い
う
。

独
立
後
も
順
調
に
受
注
量
を
増
え
て
い

っ
た
。
自
宅
が
職
場
を
兼
ね
る
と
い
う

秋
川
渓
谷
の
四
季
煌
め
い
て

環
境
で
ト
カ
氏
は
育
つ
。

　
「
幼
稚
園
か
ら
帰
宅
す
る

と
、
仕
事
場
の
か
た
す
み
で

絵
を
描
い
て
過
ご
し
た
。
文

字
ど
お
り
〝
門
前
の
小
僧
〞

だ
っ
た
わ
け
だ
。
図
工
や
美

術
は
得
意
科
目
の
ひ
と
つ
。

育
英
高
専
（
現
サ
レ
ジ
オ
高
専
）
に
進

み
工
業
デ
ザ
イ
ン
を
専
攻
。
卒
業
後
は

オ
フ
ィ
ス
家
具
の
オ
カ
ム
ラ
で
勤
務

し
、
ほ
ど
な
く
家
業
に
戻
っ
た
」

　

敏
彦
氏
の
名
を
高
め
た
の
が
87
年
度

の
日
本
観
光
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
で

の
金
賞
（
運
輸
大
臣
賞
）
受
賞
。
秋
川

渓
谷
の
四
季
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
作
品

は
、
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な
墨
跡
と
顔が
ん

彩さ
い

の
調
和
が
見
る
人
の
目
を

奪
う
。
そ
こ
に
あ
る
の
は
年

季
の
入
っ
た
ア
ー
ト
を
生
み

出
す
画
家
の
力
量
だ
。

　
「
父
の
ポ
ス
タ
ー
に
は
完

成
形
と
い
う
も
の
が
な
い
。

お
そ
ら
く
技
術
で
は
な
く
、

心
、
精
神
面
で
の
深
化
が
創

作
に
出
て
く
る
か
ら
で
は
な

い
か
…
…
。
父
と
行
動
を
と

も
に
し
な
が
ら
、
テ
ク
ニ
ッ

ク
を
教
わ
る
と
い
う
よ
り
、

そ
ん
な
姿
勢
を
真
似
て
自
分
の
デ
ザ
イ

ン
を
磨
い
た
」

　

い
ま
や
制
作
は
父
と
息
子
の
共
同
作

業
で
あ
る
。
敏
彦
氏
の
書
と
絵
の
か
す

れ
や
濃
淡
と
い
っ
た
ア
ナ
ロ
グ
の
部
分

を
活
か
し
て
、
ト
カ
氏
が
パ
ソ
コ
ン
で

レ
イ
ア
ウ
ト
す
る
。
こ
れ
か
ら
も
芸
術

性
を
追
求
し
な
が
ら
秋
川
の
煌き
ら

め
き
を

発
信
し
て
い
く
。　
　
　
【
岡
村
繁
雄
】

先代の仕事と教え

■ 29■

デザイナー　高橋トカ氏 ー
ジ
を
展
開
す
る
。

　

羽
村
市
キ
ル
ギ
ス
共

和
国
友
好
親
善
大
使
を

任
さ
れ
る
三
田
さ
ん
は

２
０
２
０
年
、「
風
の
旅

人
」
に
次
ぐ
キ
ル
ギ
ス
を

舞
台
に
し
た
２
作
目
、「
天

山
遥
か
に
」
を
リ
リ
ー
ス

し
た
が
、
新
曲
発
表
会
も

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
ま
ま
な

ら
ず
、
不
完
全
燃
焼
の
期

間
を
過
ご
し
て
き
た
。

　

当
日
は
そ
う
し
た
思
い

を
晴
ら
す
ス
テ
ー
ジ
と
し

て
西
多
摩
の
歌
謡
フ
ァ
ン

の
前
で
「
天
山
遥
か
に
」

を
は
じ
め
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

ヒ
ッ
ト
メ
ロ
デ
ィ
ー
な
ど

を
存
分
に
歌
い
あ
げ
る
。

　

も
の
ま
ね
は
、
ニ
セ
キ

ン
、
ま
ね
も
の
が
か
り
、

カ
ト
リ
ー
ナ
陽
子
、
ｓ
ａ

Ｔ
ｏ
ｓ
ｈ
ｉ
、
中
島
み
ゅ

ー
ん
ら
が
出
演
。
渋
谷
区

の
そ
っ
く
り
館
キ
サ
ラ
な

ど
の
ラ
イ
ブ
ス
テ
ー
ジ
で

磨
い
た
歌
と
笑
い
の
エ
ン

タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
を
繰
り

広
げ
る
。

　

17
時
30
分
開
場
、
18
時

10
分
開
演
。
チ
ケ
ッ
ト

代
は
４
０
０
０
円
（
全

席
自
由
）。
問
い
合
わ

せ
は
０
３
（
３
２
２
５
）

５
６
６
６
キ
サ
ラ
エ
ン
タ

ー
プ
ラ
イ
ズ
ま
で
。

き
る
。
12
月
18
日
ま
で
。

開
館
は
10
時
〜
17
時
。
月

曜
休
み
。
大
人
５
０
０

円
、
中
学
生
以
下
２
０
０

円(

同
市
内
の
小
・
中
学

生
は
土
・
日
・
祝
日
無
料)

。

問
い
合
わ
せ
は
０
４
２
８

（
７
４
）
９
４
７
７
ま
で
。

『
三
国
志
』
の
世
界
」

　

青
梅
市
柚
木
町
の
吉
川

英
治
記
念
館
で
「
秋
季
展

示
『
三
国
志
』
の
世
界
」

が
開
か
れ
て
い
る
。
壮
大

な
三
国
志
に
吉
川
文
学
の

視
点
で
触
れ
る
こ
と
が
で

と
総
勢
15
人
の
も
の
ま
ね

芸
人
が
歌
と
笑
い
の
ス
テ

　

コ
ロ
ナ
禍
で
苦
境
に
追

い
込
ま
れ
て
き
た
エ
ン
タ

ー
テ
イ
メ
ン
ト
業
界
。
第

７
波
の
収
束
が
見
え
始
め

た
中
、
新
た
な
日
常
に
向

け
動
き
出
し
て
い
る
。
11

月
６
日
、
羽
村
市
の
プ
リ

も
ホ
ー
ル
ゆ
と
ろ
ぎ
で
開

催
さ
れ
る
「
歌
と
も
の
ま

ね
の
祭
典
」も
そ
の
１
つ
。

あ
き
る
野
市
出
身
の
歌

手
、三
田
り
ょ
う
さ
ん（
テ

イ
チ
ク
）
の
歌
謡
シ
ョ
ー

三
田
り
ょ
う
さ
ん
と
総
勢
15
人
の
芸
人

 

ふ
じ
嘉
（
青
梅
市
野
上

町
２
‐
21
‐
５
霞
共
益
会

館
１
階
）
で
提
供
す
る
青

梅
産
野
菜
と
チ
キ
ン
の
ス

ー
プ
カ
レ
ー
＝
本
紙
９
月

８
日
号
で
紹
介
＝
が
大
人

気
。
年
内
は
無
休
で
営
業

す
る
。

　

４
度
改
良
を
重
ね
服
部

栄
養
専
門
学
校
服
部
食
育

ク
ラ
ブ
に
推
奨
さ
れ
た
自

慢
の
ス
ー
プ
カ
レ
ー
で
、

ご
ろ
っ
と
し
た
大
豆
、卵
、

ニ
ン
ジ
ン
、
キ
ャ
ベ
ツ
、

ふ
じ
嘉
　
服
部
食
育
ク
ラ
ブ
が
推
奨

青
梅
産
野
菜
の
ス
ー
プ
カ
レ
ー
人
気

「歌と ものまねの祭典」
11 月６日、プリモホールゆとろぎで

あきる野市伊奈486‐13　営業時間：11時30分～14時
定休日：日曜日、月曜日、火曜日

650円税込 650円税込

シ
メ
ジ
の
５
種
の
野
菜
と

チ
キ
ン
の
旨
味
が
、
味
わ

い
深
い
ス
ー
プ
と
絡
ん
で

口
中
に
幸
せ
が
広
が
る
。

ス
ー
プ
カ
レ
ー
は

１
０
８
０
円
（
税
込
）。

ト
ッ
ピ
ン
グ
の
青
梅
産
野

菜
４
種
３
３
０
円
（
同
）、

ジ
ャ
ガ
イ
モ
１
１
０
円

（
同
）。
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
も

で
き
る
。
容
器
代
１
０
０

円
（
同
）。
営
業
時
間
は

11
時
〜
18
時
。
問
い
合
わ

せ
は
０
４
２
８
（
８
４
）

２
６
０
１
ま
で
。
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令和4年10月の営業
< 月曜日を除く全日>
ご昼食（11時～15時受付）
ご夕食（前日迄のご予約制・土日祝は当日可）（17時～19時受付・21時閉店）
< 月曜日> 
ご昼食のみの営業（11時～15時受付）

あきる野市小川633 ☎042‐559‐8080
令和4年10月の営業
< 月曜日を除く全日> ご昼食（11 時～15 時受付）
   ご夕食（前日迄のご予約制）（17時～19時受付・21時閉店）
< 月曜日>  ご昼食のみの営業（11時～15時受付）

定休日：毎週火曜日、および水曜日は不定休

< 月曜日を除く全日>

ご夕食（前日迄のご予約制・土日祝は当日可）（17時～19時受付・21時閉店）
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ご昼食（11時～15時受付）
ご夕食（前日迄のご予約制・土日祝は当日可）（17時～19時受付・21時閉店）
< 月曜日> 
ご昼食のみの営業（11時～15時受付）

定休日：毎週火曜日、および水曜日は不定休

あきる野市小川633 ☎042‐559‐8080

   ご夕食（前日迄のご予約制）（17時～19時受付・21時閉店）

令和4年10月の営業
< 月曜日を除く全日> ご昼食（11 時～15 時受付）
   ご夕食（前日迄のご予約制）（17時～19時受付・21時閉店）
< 月曜日>  ご昼食のみの営業（11時～15時受付）

定休日：毎週火曜日、および水曜日は不定休

定休日：
毎週火曜日、および
水曜日は不定休

※新型コロナウイルスの感染状況等により、
今後も営業内容を変更させていただく場合
がございます。　　　　　　　　　　　　
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青梅市藤橋2－32

定休日：
毎週火曜日、および
水曜日は不定休水曜日は不定休

令和4年10月の営業
< 月曜日を除く全日>
ご昼食（11 時～15 時受付）
ご夕食（前日迄のご予約制）
（17時～19時受付・21時閉店）
＜月曜日＞
ご昼食のみ営業（11時～15時受付）

お越しの際はホームページか
電話でご確認ください。


